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恒 心

★
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
に

日
本
は
成
功
し
た
。
皇
族
、
総
理
ま
で
繰
り

出
し
て
国
挙
げ
て
の
誘
致
合
戦
で
あ
っ
た
。

本
命
視
さ
れ
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
の
首
都
マ
ド

リ
ー
ド
に
は
意
外
に
票
が
集
ま
ら
な
か
っ

た
。
5
回
連
続
の
敗
北
で
あ
る
。
★
こ
の
結
果
、
北
京
以

来
の
ア
ジ
ア
で
の
開
催
と
な
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
済

効
果
は
約
150
兆
円
に
も
上
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
安
倍
首

相
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の
成

長
戦
略
の
目
玉
と
な
っ
た
。
首
相
は
運
が
憑つ

い
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
★
今
回
の
誘
致
活
動
は
前
回
の
失
敗
の

反
省
か
ら
、
緻
密
、
綿
密
に
計
画
さ
れ
、
カ
ギ
と
な
る
都

民
の
支
持
率
も
高
く
、
全
て
の
面
で
ト
ル
コ
、
ス
ペ
イ
ン

の
両
都
市
よ
り
優
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
は
治
安
面
、
ス
ペ
イ
ン
は
経
済
面
で
不
利
と

言
わ
れ
て
い
た
。
★
そ
れ
で
も
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福

島
原
発
事
故
は
日
本
に
も
弱
味
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
放

射
能
汚
染
は
、
福
島
だ
け
に
収
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

て
も
、
世
界
か
ら
見
れ
ば
、
狭
い
国
土
で
あ
る
日
本
全
体

が
、
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
映
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

★
し
か
も
放
射
能
汚
染
問
題
を
ス
ペ
イ
ン
が
日
本
は
危
険

だ
と
逆
宣
伝
に
使
い
、
多
く
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
も
そ
れ
を
信

じ
て
お
り
、
東
京
誘
致
は
か
な
り
厳
し
い
と
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
の
関
係
者
も
覚
悟
を
し
て
い
た
。
予
測
を

見
事
覆
し
て
東
京
が
誘
致
に
成
功
し
た
。
誘
致
運
動
に
関

わ
っ
て
来
た
人
達
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
だ
ろ
う
。
★
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
１
９
６
４
年
に
開
催
さ
れ
た
。
あ
れ
か

ら
49
年
の
月
日
が
流
れ
た
。
東
京
タ
ワ
ー
、
新
幹
線
、
高

速
道
路
と
日
本
の
社
会
は
成
長
の
変
化
を
遂
げ
て
行
っ

た
。
あ
の
頃
の
日
本
は
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
で
、
若
者
が
再
度
夢
と
希
望
を
持
っ
て

欲
し
い
。

参
議
院
選
挙
で
多
く
の
国
民
の
支
持
を
得
て
、
参
議
院
で
の
ね
じ
れ

解
消
を
実
現
し
た
安
倍
首
相
に
と
っ
て
、
い
よ
い
よ
決
め
る
政
治
へ
果

敢
に
実
行
す
る
時
で
あ
る
。
臨
時
国
会
前
に
も
消
費
税
を
上
げ
る
の
か
、

否
か
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。
9
月
15
日
を
も
っ
て
全
て
停
止
し
た
原

子
力
発
電
所
の
再
稼
働
を
ど
う
す
る
の
か
。
政
治
決
断
が
必
要
で
あ
り
、

避
け
て
通
れ
な
い
。
年
内
に
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
ま
と
ま
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
き
た
。
農
林
族
を
中
心
と
す
る
自
民
党
の
反
対
勢
力
を
説
得
し

て
日
本
は
参
加
に
踏
み
切
る
の
か
。
さ
ら
に
歴
代
内
閣
が
や
ろ
う
と
思
っ

て
も
出
来
な
か
っ
た
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
変
更
問
題
。
ど
の
問
題
一

つ
と
っ
て
も
大
仕
事
で
あ
り
、
以
前
な
ら
一
つ
や
二
つ
の
内
閣
が
潰
れ
て

ね
じ
れ
解
消
の
今
、
求
め
ら
れ
る
決
断
と
実
行

課題解決の絶好の機会
求心力高まる安倍首相

課題解決の絶好の機会
求心力高まる安倍首相

も
不
思
議
で
な

い
国
論
を
二
分

す
る
大
政
治
問 

題
で
あ
る
。
し

か
し
安
倍
首
相

は
そ
れ
ら
が
自

ら
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
る

と
強
い
決
意
を 

持
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ 

る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ 

ク
誘
致
に
成
功

し
、
一
層
求
心

力
が
高
ま
っ
た

今
こ
そ
、
懸
案

解
決
の
時
で
あ

る
。
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石破幹事長を囲んで京滋の幹事長

活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
る

参議院選後、初の全国幹事長会議

参
議
院
平
成
25
年
度
海
外
派
遣

二
ノ
湯
議
員
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
問

参
議
院
で
は
毎
年
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
調
査
、
国
際
会
議

出
席
、
議
会
間
交
流
、
重
要
事
項
調
査
に
分
け

て
、
議
員
の
海
外
派
遣
を
実
施
し
て
い
る
。
重
要

事
項
調
査
の
班
で
は
、
今
回
、
欧
州
地
域
、
北
米

地
域
、
東
南
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
域
に
議
員
を
各

5
人
ず
つ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
ノ
湯
議

員
は
北
米
地
域（
米
国
）に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
派
遣
団
の
調
査
テ
ー
マ
は
「
金
融
、
財

政
及
び
経
済
政
策
の
現
状
と
課
題
」
で
あ
る
。
安

倍
首
相
は
２
０
１
２
年
の
政
権
発
足
後
、
デ
フ
レ

経
済
を
克
服
す
る
た
め
、
民
間
部
門
の
成
長
を
促

す
と
と
も
に
、
大
胆
な
金
融
緩
和
を
実
施
す
る
一

連
の
経
済
政
策
の
実
施
を
表
明
し
、
今
後
も
経
済

政
策
や
成
長
戦
略
を
め
ぐ
る
議
論
が
予
想
さ
れ

る
。
米
国
に
お
け
る
一
般
政
府
債
務
残
高
の
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
は
、
日
本
よ
り
低
い
も
の
の
、
近
年
上
昇

傾
向
に
あ
る
。
特
に
米
国
で
は
、
連
邦
政
府
の
債

務
上
限
を
法
律
で
規
制
し
て
い
る
が
、
財
政
赤
字

削
減
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
「
財
政
の
崖が

け
」
と
し
て

経
済
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
我
が
国
と
同
様
の

財
政
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
は
既

に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し
て
お
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

我
が
国
経
済
に
与
え
る
影
響
等
に
関
す
る
情
報

を
集
め
る
の
に
適
し
て
い
る
こ
と
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ（
連

邦
準
備
理
事
会
）が
日
銀
に
先
駆
け
て
金
融
緩
和

（
Ｑ
Ｅ
３
）を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
米
国

の
金
融
・
財
政
・
経
済
の
実
情
調
査
を
行
う
こ
と

は
、
我
が
国
に
お
け
る
財
政
運
営
や
経
済
政
策
の

先
行
き
を
見
通
す
に
当
た
り
、
重
要
な
視
点
を
与

え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
調
査
は
非
常
に
有
意

義
で
あ
る
。
わ
ず
か
5
人
の
派
遣
団
で
あ
る
が
、

議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
多
忙
で
、
日
程
調
整
が
難
し

い
。
従
っ
て
派
遣
期
間
は
わ
ず
か
１
週
間
と
な
っ

た
。
派
遣
メ
ン
バ
ー
は
末
松
信
介（
自
民
・
兵
庫

県
選
挙
区
）、
山
田
俊
男（
自
民
・
比
例
区
）、
二

ノ
湯
智
、
山
本
香
苗（
公
明
・
比
例
区
）、
風
間
直

樹（
民
主
・
新
潟
県
選
挙
区
）で
団
長
は
末
松
信
介

氏
が
務
め
る
。
派
遣
団
の
日
程
は
表
の
通
り
で
あ

る
。

9
月
2
日
、
参
議
院
選
挙
後
最
初
の
自
民

党
全
国
幹
事
長
会
議
が
、
自
民
党
本
部
で
開

か
れ
た
。
参
議
院
選
で
圧
勝
し
た
直
後
だ
け

に
、
会
場
は
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
会
議
に
は
安
倍
総
裁
、
石
破
幹
事

長
以
下
、党
役
員
が
出
席
し
た
。
安
倍
総
裁
、

石
破
幹
事
長
の
挨
拶
の
後
、
出
席
の
都
道
府

県
連
幹
事
長
か
ら
質
問
や
要
望
が
数
多
く
出

さ
れ
た
。
発
言
を
聞
い
て
い
る
と
、
各
地
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
、
悩
み
、
苦
し
み
が
あ

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
選
挙
に
勝
っ
て
も
、

自
民
党
は
あ
く
ま
で
謙
虚
で
慎
重
な
姿
勢
を

貫
い
て
、
色
ん
な
問
題
に
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
石
破
幹
事
長
が
常
々
言
っ
て
い

る
が
、
自
民
党
は
そ
の
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
勝
っ
て
兜か

ぶ
との
緒お

を
締
め
ろ

で
あ
る
。
各
都
道
府
県
連
の
幹
事
長
か
ら
出

さ
れ
た
発
言
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○「
福
井
県
」・
経
済
発
展
の
た
め
に
は
原

子
力
の
再
稼
働
は
必
要
で
あ
る
。
原
子
力
行

政
は
国
策
と
し
て
国
が
推
進
し
て
き
た
。
今

に
な
っ
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
再
稼
働

の
判
断
を
任
す
の
は
お
か
し
い
。
国
と
し
て

再
稼
働
の
方
針
を
は
っ
き
り
示
し
て
ほ
し

い
。
○「
北
海
道
、
宮
城
、
高
知
県
」・
Ｔ
Ｐ

Ｐ
、
消
費
税
に
つ
い
て
地
方
の
声
が
届
い
て

い
る
の
か
。
も
つ
と
理
解
を
深
め
る
必
要
が

あ
る
。
○「
群
馬
県
」・
選
挙
直
前
に
比
例
区

の
2
人
が
公
認
を
辞
退
し
た
。
参
議
院
の
候

補
者
の
選
考
方
法
に
問
題
が
あ
る
。
○「
長

野
県
、
兵
庫
県
」・
再
来
年
の
統
一
地
方
選

挙
に
勝
利
す
る
た
め
に
、
各
支
部
で
要
望
活

動
を
行
い
、
地
方
の
声
を
よ
く
聞
く
必
要
が

あ
る
。
党
本
部
も
財
政
面
で
支
部
を
支
え
て

ほ
し
い
。
○「
沖
縄
県
」・
名
護
市
長
、
沖
縄

県
知
事
選
挙
の
た
め
に
、
党
本
部
と
県
連
と

の
協
議
機
関
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
○「
秋

田
県
」・
党
員
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
。
党
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
新

規
党
員
の
獲
得
が
必
要
で
あ
る
。
○「
長
野

県
」・
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
約
束
し
た
議

員
定
数
削
減
と
選
挙
制
度
の
抜
本
改
革
の
実

行
。
○「
大
阪
府
」・
堺
市
長
選
挙
で
は
現
職

を
府
連
は
推
薦
し
て
い
る
。
党
本
部
も
早
く

決
断
し
て
ほ
し
い
。
○「
東
京
都
」・
選
挙
に

は
知
人
、
友
人
へ
の
紹
介
名
簿
が
非
常
に
効

果
が
あ
る
。

月日 概要

第1日目 9月21日㈯
11：05 成田発（NH002）
10：40 ワシントンDC着
大使館から概況説明

ワ
シ
ン
ト
ン

第2日目 9月22日㈰

米戦略国際問題研究所（CSIS）の
邦人と昼食懇談会
市内視察（スミソニアン博物館
等）
日系企業関係者等在留邦人との
夕食懇談会

第3日目 9月23日㈪

佐々江大使からブリーフィング
（朝食会）
米連邦準備制度理事会（FRB）パ
ウエル理事等との意見交換
米戦略国際問題研究所（CSIS）、
米議会予算局（CBO）との意見交
換、視察

第4日目 9月24日㈫

9：40 ワシントンDC発
（DL1645）
11：14 デトロイト着
デトロイト市財政破綻について
市当局からヒアリング、視察等

デ
ト
ロ
イ
ト

第5日目 9月25日㈬

10：25 デトロイト発（DL5987）
10：47 シカゴ着
中村祐輔・シカゴ大学教授と意
見交換、昼食会
投資ファンド関係者等との意見
交換
日系企業関係者等在留邦人との
夕食懇談会

シ
カ
ゴ

第6日目 9月26日㈭
五大湖沿岸等の視察
総領事館から概況説明（昼食会）
17：30 シカゴ発（NH1011）

第7日目 9月27日㈮ 20：25 成田着

平成25年度海外派遣（重要事項調査派遣）北米地域

（注）NH=全日空、DL=デルタ航空
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幹
事
長
に
は
府
会
議
員
の
近
藤
氏

当
面
の
課
題
は
来
年
の
知
事
選
挙

出陣式で激励の挨拶をする
二ノ湯自民党府連会長

自民党府連会長に西田参議院議員 s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

城
陽
市
長
奥
田
氏
が
初
当
選

現
職
を
寄
せ
つ
け
ず
、
圧
勝

保
安
庁
長
官
に
現
場
出
身
者
を

二
ノ
湯
議
員
、
24
年
決
算
委
員
会
で
質
問

安
倍
首
相
が
海
上
保
安
庁
長
官
に
、
現
場
上

が
り
の
佐
藤
雄
二
氏
を
登
用
し
た
。
日
夜
一
生
懸

命
、
尖
閣
諸
島
を
は
じ
め
、
我
国
の
領
海
、
領
土

を
守
っ
て
い
る
海
上
保
安
庁
職
員
の
仕
事
は
厳
し

く
、
過
酷
で
あ
る
。
業
務
と
は
言
え
頭
の
下
が
る

思
い
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
保
安
庁
職
員
の
ト
ッ

プ
に
は
、
現
場
経
験
が
あ
り
、
現
場
の
事
情
を

良
く
知
る
人
が
な
る
べ
き
で
あ
る
と
二
ノ
湯
議
員

は
日
頃
か
ら
主
張
し
て
い
た
。
先
日
、
国
土
交
通

省
交
通
運
輸
記
者
会
に
所
属
す
る
日
本
合
同
通

信
社
の
社
長
が
事
務
所
を
訪
ね
て
来
ら
れ
た
。
こ

の
度
安
倍
首
相
が
長
官
に
現
場
出
身
者
を
登
用

す
る
人
事
を
行
っ
た
が
、
二
ノ
湯
議
員
は
す
で
に

1
年
前
に
参
議
院
決
算
委
員
会
で
、
国
土
交
通

9
月
7
日
、
自
民
党
京
都
府
連
の

定
期
大
会
が
開
か
れ
、
役
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
会
長
に
参
議
院
議
員
西

田
昌
司
氏
、
幹
事
長
に
府
議
会
議
員
近

藤
永
太
郎
氏
を
選
任
し
た
。
新
し
い
執

行
部
の
当
面
の
課
題
は
来
年
春
の
知
事

選
挙
へ
の
対
応
。
前
回
ま
で
の
知
事
選

挙
は
、
物
心
両
面
で
、
自
民
党
が
仕

切
っ
て
き
た
。
民
主
党
政
権
が
誕
生
し

た
途
端
、
経
済
界
、
民
主
党
、
連
合
に

主
導
権
を
奪
わ
れ
、
自
民
党
の
国
会
、

大
臣
に
そ
の
こ
と
を
強
く
求
め
る
質
問
を
し
て
い

る
。
安
倍
首
相
の
現
場
出
身
者
の
登
用
は
、
二
ノ

湯
議
員
の
質
問
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
。
議
員
の
質
問
に
細
か
く
耳
を
傾
け
て

い
る
人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
国
会
で
の
議
員

の
質
問
は
重
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
大
臣
の
答
弁
は
、
役
人
が

作
っ
た
作
文
の
棒
読
み
で
あ
る
が
、
24
年
9
月
3

日
の
決
算
委
員
会
で
の
や
り
取
り
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

二
之
湯
智
君
・
海
上
保
安
庁
長
官
に
は
、
現

場
の
こ
と
を
何
も
か
も
知
っ
て
い
る
人
が
就
任
す

る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
。
例
え
ば
、警
察
庁
で
は
、

都
道
府
県
の
課
長
、
署
長
、
部
長
を
経
験
し
て
、

最
後
に
、
警
察
庁
長
官
に
な
る
。
消
防
庁
長
官

は
、
自
治
体
の
消
防
局
長
な
り
消
防
署
長
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
の
で
問
題
は
な
い
。
国
土
交
通
省

府
会
、
市
会
議
員
が
随
分
と
悔
し
い
思
い
を
し

た
。
そ
の
こ
と
は
多
く
の
議
員
が
忘
れ
て
い
な

い
。
西
田
新
会
長
も
就
任
後
の
記
者
会
見
で
、

「
下
野
し
た
時
代
の
こ
と
で
、
不
愉
快
な
気
持

ち
を
持
っ
て
い
る
。
け
じ
め
を
つ
け
る
必
要
が

あ
り
、
今
回
は
自
民
党
が
主
導
権
を
握
っ
て
い

く
」
と
語
っ
た
。
知
事
選
挙
と
同
時
に
、
府
会

議
員
補
欠
選
挙（
北
区
、
宇
治
、
城
陽
）が
行
わ

れ
る
。
そ
し
て
再
来
年
に
は
統
一
地
方
選
が
控

え
て
い
る
。
新
会
長
は
「
府
会
、
市
会
に
お
い

て
1
つ
で
も
多
く
議
席
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
公
募
方
式
を
原
則
に

し
て
、
優
秀
な
人
材
の
発
掘
に
務
め
た
い
」
と

語
っ
た
。
新
会
長
は
堅
い
信
念
の
持
主
で
あ

の
人
事
の
一
環
と
し
て
一
年
ほ
ど
海
上
保
安
庁
長

官
を
務
め
る
と
い
う
の
は
、
日
本
の
海
上
保
安
庁

の
覚
悟
を
示
す
意
味
に
お
い
て
も
、
保
安
庁
職

員
の
士
気
の
面
か
ら
い
っ
て
問
題
で
あ
る
。
現
場

を
経
験
し
て
皆
さ
ん
方
と
一
緒
に
同
じ
釜
の
飯
を

食
っ
た
方
が
長
官
に
な
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

国
務
大
臣（
羽
田
雄
一
郎
君
）・
現
場
に
お
け
る

様
々
な
事
案
へ
の
対
処
の
み
な
ら
ず
、
国
内
外
の

海
上
保
安
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
を
大
局
観
を
持
っ

て
把
握
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、

必
要
な
方
針
や
施
策
を
立
案
す
る
と
い
う
こ
と

も
大
切
で
あ
り
ま
す
し
、
官
邸
を
始
め
と
す
る

関
係
機
関
と
の
調
整
も
行
い
な
が
ら
、
そ
の
実

現
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
資
質
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
海
上
保

安
庁
の
長
官
の
任
命
に
当
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た

点
を
踏
ま
え
行
う
所
存
で
あ
り
ま
す
。

る
。
強
い
指
導
力
を
思
い
切
っ
て
発
揮
し
て
、

気
心
の
知
れ
た
近
藤
幹
事
長
と
の
コ
ン
ビ
で
、

自
民
党
府
連
の
党
勢
拡
張
の
た
め
に
力
を
尽
く

し
て
も
ら
い
た
い
。

9
月
8
日
投
開
票
の
城
陽
市
長
選
挙
に
は
、

4
人
が
立
候
補
し
た
が
、
事
実
上
は
新
人
で
自

民
、
公
明
、
民
主
の
3
党
が
推
す
奥
田
敏
晴
氏

（
68
）と
現
職
の
橋
本
昭
男
氏（
69
）に
よ
る
戦
い

で
あ
っ
た
。
橋
本
氏
は
3
選
を
目
指
し
た
前
回

選
挙
で
は
、
自
民
の
推
薦
で
戦
い
、
3
期
限
り

で
勇
退
す
る
と
言
明
し
て
い
た
。
橋
本
氏
の
引

退
を
前
提
に
自
民
党
市
会
議
員
団
は
、
候
補
者

を
模
索
し
て
い
た
が
、
人
選
が
上
手
く
い
か

ず
、
最
後
に
3
党
が
推
薦
し
易
い
府
議
会
議
員

の
奥
田
氏
に
落
ち
着
い
た
。
結
果
は
幅
広
い
支

持
層
に
支
え
ら
れ
た
奥
田
氏
が
、
現
職
の
倍
近

い
票
を
獲
得
、
当
選
を
果
た
し
た
。
城
陽
市
は

宇
治
市
、
発
展
す
る
南
部
都
市
の
中
間
に
位
置

す
る
が
、
市
の
都
市
計
画
は
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

凍
結
さ
れ
て
い
た
新
名
神
高
速
道
路
は
平
成

36
年
度
に
は
開
通
す
る
。
同
時
に
Ｊ
Ｒ
奈
良
線

の
京
都
駅
〜
城
陽
間
の
複
線
化
も
平
成
35
年
度

に
実
現
す
る
。
こ
れ
ら
を
起
爆
剤
と
し
て
新
し

い
市
長
に
よ
っ
て
、
都
市
整
備
の
遅
れ
を
一
挙

に
取
り
戻
し
て
も
ら
い
た
い
。

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com
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一
、
全
く
予
想
し
て
い
な
い
こ
と
が
起
こ
る
。

そ
れ
が
事
故
で
あ
る
。
福
知
山
花
火
大
会
で
の

露
店
の
爆
発
事
故
な
ど
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で

あ
る
。
楽
し
い
筈
の
花
火
鑑
賞
が
一
転
、
地
獄

の
よ
う
な
修
羅
場
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
犠
牲

者
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

一
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
、
日
米

通
算
４
０
０
０
本
安
打
を
達
成
し
た
。
レ
ベ
ル

の
違
う
日
本
の
記
録
は
参
考
に
な
ら
な
い
と
批

判
す
る
人
も
あ
る
。
た
だ
、
誰
も
彼
も
出
来
る

記
録
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
率
直
に
偉

業
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

一
、
消
費
税
を
予
定
通
り
上
げ
る
の
か
、
そ
れ

と
も
延
期
す
る
の
か
、
安
倍
首
相
も
判
断
が
難

し
い
。
意
見
を
聞
い
た
有
識
者
の
多
く
は
、
上

げ
る
べ
き
だ
と
い
う
。
消
費
税
の
増
税
は
大
仕

事
で
あ
る
。
選
挙
に
勝
ち
求
心
力
あ
る
今
こ

そ
、
そ
の
時
で
あ
る
と
思
う
。

一
、
参
議
院
議
員
の
長
男
、
府
会
議
員
の
次
男
、

そ
し
て
姉
、
弟
の
5
人
で
、
三
重
県
い
な
べ
市

の
先
祖
の
墓
参
り
に
出
か
け
た
。
私
た
ち
が
今

日
あ
る
の
も
先
祖
の
お
か
げ
で
あ
る
。
私
の
父

の
母
、
つ
ま
り
祖
母
は
若
く
て
未
亡
人
に
な
っ

た
が
、
実
に
教
育
熱
心
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

一
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
シ
リ
ア
の
爆
撃
が
い
よ

い
よ
秒
読
み
の
段
階
に
な
っ
て
来
た
。
そ
の

時
、
シ
リ
ア
と
関
係
が
深
い
ロ
シ
ア
が
、
シ
リ

ア
の
化
学
兵
器
を
国
連
監
視
下
に
置
く
こ
と
を

提
案
し
た
。
ひ
と
ま
ず
シ
リ
ア
攻
撃
は
回
避
さ

れ
た
。
と
に
か
く
平
和
解
決
を
望
み
た
い
。

一
、
内
閣
官
房
副
長
官
の
世
耕
弘
成
氏
と
滋
賀

県
の
林
久
美
子
参
議
院
議
員
と
の
結
婚
ニ
ュ
ー

ス
に
驚
い
た
。
ど
こ
に
接
点
が
あ
っ
た
の
か
。

男
女
の
仲
は
分
ら
な
い
。
は
っ
き
り
し
て
い
る

こ
と
は
恋
愛
は
政
治
的
信
条
よ
り
も
、
も
っ
と

価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
、
京
都
御
所
の
東
隣
に
あ
る
梨
木
神
社
境
内

に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
。
明
治
の
元
勲

三
条
実
美
が
祭
神
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
神
社

は
御
所
と
一
体
の
土
地
で
あ
る
。
以
前
平
安
神

宮
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
角
が
見
え
る
と
言
う

だ
け
で
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

一
、
台
風
18
号
は
暴
風
よ
り
も
豪
雨
が
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
京
都
は
洪
水
の
被
害
な

ど
な
い
と
思
っ
て
い
る
市
民
が
圧
倒
的
で
あ

る
。
し
か
し
、
昭
和
30
年
時
代
、
桂
川
の
堤
防

が
よ
く
決
壊
し
た
。
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
。
自
然
を
甘
く
見
て
は
い
け
な
い
。

会長として最後の挨拶をする

二
ノ
湯
議
員
、
会
長
を
退
く

二
ノ
湯
府
連
会
長
は
去
る
9
月
7
日
の
府
連

定
期
大
会
で
、
会
長
を
退
き
、
西
田
参
議
院
議

員
と
交
代
し
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
谷
垣
禎
一
衆

議
院
議
員
が
府
連
会
長
を
務
め
て
い
た
平
成
21

年
10
月
か
ら
会
長
代
行
を
務
め
、
22
年
7
月
か

ら
会
長
と
な
り
、
3
年
余
り
会
長
と
し
て
在
職

し
た
。
そ
の
間
、
知
事
選
挙
、
自
ら
の
参
議
院

選
挙
、
統
一
地
方
選
、
京
都
市
長
選
挙
、
昨
年

末
の
総
選
挙
、
そ
し
て
7
月
の
参
議
院
選
挙
を

担
当
し
た
。
政
権
交
代
そ
し
て
政
権
復
活
と
あ

わ
た
だ
し
い
4
年
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
多
賀

久
雄
、
橋
村
芳
和
、
内
海
貴
夫
の
各
幹
事
長
と

コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」の発行を
はじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご支援いただける
会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご賛同
いただき、ご入会下さいますようお願い申し上げ
ます。

新政経懇話会　年会費　1万円
入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

「日本真生塾」　第36回例会のお知らせ
平成25年10月28日㈪　18時～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：奥井）

★今後のテーマは「戦後の日本」について進めてまいります。

TEL：050－7544－4018　メール：nihonsinseijuku＠gmail.com

内容・年会費など詳しくはホームページをご覧ください。日本真生塾 で検索。　

日本真生塾　塾長　岡本幸治

自民党「政経文化懇談会」のお知らせ

TEL075-315-2228　FAX075-315-2310

自民党京都府連主催「政経文化懇談会」を今年も開催させていただきます。
私たち自民党は、選挙で示された国民からの大きな期待に応え、安定した政権のもと「日
本を取り戻す。」ため、山積する諸課題解決に、責任を持って取り組んで参ります。
時節がら、ご無理を申し上げ大変恐縮でございますが、是非ともご理解、ご協力を頂き、
多くの皆様のご出席を賜わりますよう、宜しくお願い申し上げます。

◆日　時　平成25年11月2日㊏
　■午後1時から　時局講演会（講師：NPO法人岡崎研究所所長　岡崎久彦先生）
　■午後2時30分から　懇親会
◆会　場　京都市勧業館　みやこめっせ（左京区岡崎公園）
◆会　費　2万円
☆お問合せ、お申し込みは二ノ湯さとし事務所まで

参院会館の二ノ湯武史事務所
智事務所の隣に決まる

国会議員の東京での活動拠点は議員
会館。参議院では、自民が躍進、民
主党が後退したために、部屋が大幅
に入れ替わった。滋賀県選挙区で当
選した二ノ湯武史議員の事務所は、
父親智議員（921号室）の一部屋置い
た部屋（923号）に決まった。武史事
務所には、政策秘書の川野富義氏、
加嶋絵美さんが詰めている。

参議院会館923号室
☎（03）6550-0923

FAX（03）6551-0923


